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第
10
回
定
時
総
会
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中

開
催
さ
れ
ま
し
た
!

６
月
19
日
、
午
後
２
時
か
ら
第
10
回
定
時
総
会
が

昭
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
予
定
し
て
い
た
K
O
T
O
R
I
ホ
ー
ル
（
昭

島
市
民
会
館
）
の
使
用
を
断
念
し
、
セ
ン
タ
ー
の
１

階
会
議
室
を
使
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
小
規
模
な
形
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

三
浦
武
男
理
事
の
司
会
に
よ
り
、
光
富
宏
規
会
長

の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

昭
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
第
三
次
中

期
計
画
」
が
３
年
目
を
終
了
す
る
中
で
、
契
約
金
額

が
初
め
て
５
億
円
を
超
え
、
会
員
数
も
毎
年
増
加
し

て
お
り
、
重
点
課
題
で
あ
り
ま
す
会
員
増
強
と
就
業

機
会
の
拡
大
に
つ
い
て
、
取
り
組
ん
で
来
た
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
ご
来
賓
の
出
席
も

な
い
の
で
、
仮
議
長
の
選
出

に
進
み
、
仮
議
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
っ
た
光
富
宏
規
会

長
か
ら
は
、
開
会
宣
言
と
総

会
当
日
の
登
録
会
員
数
は

１
０
７
８
名
で
、
出
席
者
は

18
名
、
委
任
状
７
２
５
名
、

議
決
権
行
使
１
６
９
名
、
議

決
権
総
数
は
９
１
２
名
と
な

り
、
定
款
18
条
に
よ
り
総
会
成
立
の
定
足
数
を
満
た

し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
会
員
の
方
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
事
前
に
委
任
状
ま
た
は

議
決
権
行
使
書
に
よ
り
、
当
日
ご
来
場
す
る
こ
と
な

く
議
決
権
を
行
使
す
る
よ
う
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。

次
に
議
長
選
出
が
あ
り
、
議
長
に
光
富
宏
規
会
長

を
選
任
し
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告

（
１
）
第
１
号
報
告

監
査
報
告
︱
︱
︱
石
津
監
事

（
２
）
第
２
号
報
告

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年

３
月
31
日
ま
で
の
事
業
報
告

総
括
︱
︱
︱
奥
山
副
会
長

総
務
関
係
︱
︱
︱
奥
山
総
務
部
会
長

事
業
関
係
︱
︱
︱
金
子
事
業
部
会
長

広
報
関
係
︱
︱
︱
岡
広
報
委
員
長

安
全
関
係
︱
︱
︱
戸
田
安
全
管
理
委
員
長

■
議
事

（
１
） 

第
１
号
議
案　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
の
計
算
書
類
等

の
承
認
の
件

　
　
　
　

︱
︱
︱
栗
原
常
務
理
事

■
質
疑
応
答　
　

発
声
な
し

議
案
が
承
認
さ
れ
、
議
長
の
閉
会
宣
言
に
よ
り
滞

り
な
く
閉
会
し
ま
し
た
。

第
10
回「
昭
島
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

中
止
の
お
知
ら
せ

こ
の
よ
う
な
時
代
が
く
る
と
は
誰
が
思
っ
た
で

し
ょ
う
。
記
念
す
べ
き
第
10
回
の
た
め
に
早
く
か
ら

の
準
備
を
計
画
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
今
年
は
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
親
睦
と
市
民
の
方
と
の

交
流
を
主
旨
と
し
た
「
笑
顔
で
集
う　

ふ
れ
あ
い
祭

り
」
で
す
が
、
今
回
は
「
感
染
し
な
い
」
「
３
密
を

避
け
る
」
「
安
全
第
一
」
に
徹
し
、
残
念
で
す
が
来

年
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

第
24
回「
会
員
作
品
展
示
会
」

中
止
の
お
知
ら
せ

今
年
は
い
つ
も

腕
を
ふ
る
っ
て
参

加
し
て
く
だ
さ
っ

た
わ
か
く
さ
保
育

園
園
児
・
会
員
の

皆
さ
ま
の
作
品
を

観
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
が
残
念
で

す
。
次
回
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

令和2年8月1日発行シルバーあきしま

第23回会員作品展示会の作品
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４
月
１
日
時
点
で
令
和
２
年
度
の
年
度
会
費

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
年
度
会
費
を
ま
だ
納

め
て
い
な
い
方
は
、
郵
送
で
お
届
け
し
た
年
度

会
費
振
込
依
頼
書
に
基
づ
き
納
入
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
４
月
及
び
５
月
の
就

業
が
中
止
と
な
り
、
配
分
金
か
ら
引
き
落
と
し

が
で
き
て
い
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
や
事
務
局
の
窓
口
で
簡
単
に
納
入

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 ま

だ
年
度
会
費
を

納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

会
員
表
彰

第
７
回
定
時
総
会
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
班

長（
継
続
６
年
以
上
、
現
役
）
と
、
第
８
回
定
時

総
会
か
ら
始
ま
っ
た
永
年
会
員（
20
年
以
上
、

現
役
）
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
表
彰
式
は
行
わ
ず
、
職
員
が

自
宅
ま
で
表
彰
状
と
記
念
品
を
お
届
け
い
た

し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
会
員
は
、
地
域
班
長
が
４
名
、

永
年
会
員
が
17
名
の
併
せ
て
21
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

永
年
会
員
（
入
会
年
・
在
会
期
間
）

・
小
柳　

タ
ケ
子

（
平
成
11
年
4
月
1
日
入
会
・
21
年
0
个
月
）

・
五
島　

新
一

（
平
成
11
年
4
月
15
日
入
会
・
21
年
0
个
月
）

・
森
田　

守

（
平
成
11
年
5
月
20
日
入
会
・
20
年
11
个
月
）

・
高
橋　

昭
敎

（
平
成
11
年
5
月
24
日
入
会
・
20
年
11
个
月
）

・
伊
藤　

絹
代

（
平
成
11
年
5
月
25
日
入
会
・
20
年
11
个
月
）

・
福
田　

武

（
平
成
11
年
6
月
1
日
入
会
・
20
年
10
个
月
）

・
由
本　

清
孝

（
平
成
11
年
6
月
4
日
入
会
・
20
年
10
个
月
）

・
石
川　

正
夫

（
平
成
11
年
6
月
4
日
入
会
・
20
年
10
个
月
）

・
露
木　

佐
多
雄

（
平
成
11
年
6
月
4
日
入
会
・
20
年
10
个
月
）

・
松
永　

利
雄

（
平
成
11
年
7
月
15
日
入
会
・
20
年
9
个
月
）

・
高
橋　

剛

（
平
成
11
年
7
月
15
日
入
会
・
20
年
9
个
月
）

・
井
上　

清

（
平
成
11
年
9
月
17
日
入
会
・
20
年
7
个
月
）

・
尾
股　

貞
夫

（
平
成
11
年
9
月
17
日
入
会
・
20
年
7
个
月
）

会
員
表
彰
者

　一
覧

地
域
班
長
（
地
域
班
・
在
職
期
間
）

・
遠
藤　

利
夫

（
松
原
町
拝
島
２
班
・
６
年
11
个
月
）

・
山
川　

洋
子

（
中
神
町
昭
和
２
班
１
・
６
年
５
个
月
）

・
大
橋　

順
子

（
美
堀
町
１
班
・
６
年
５
个
月
）

・
八
巻　

稜
嘉
子（

郷
地
町
１
班
・
６
年
３
个
月
）

・
坂
下　

豊

（
平
成
11
年
12
月
13
日
入
会
・
20
年
4
个
月
）

・
伊
藤　

周
治

（
平
成
11
年
12
月
16
日
入
会
・
20
年
4
个
月
）

・
進
藤　

善
夫

（
平
成
12
年
1
月
20
日
入
会
・
20
年
3
个
月
）

・
元
田　

勝
雄

（
平
成
12
年
2
月
17
日
入
会
・
20
年
2
个
月
）

令和2年夏季号 シルバーあきしま



− 4 −

令
和
２
年
度
の
熱
中
症
予
防
行
動

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
伴

い
、
例
年
と
違
う
形
で
の
熱
中
症
予
防
行
動
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
３
密
を
避
け
つ
つ
、
周
囲
か
ら

も
積
極
的
な
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
暑
さ
を
避
け
る

エ
ア
コ
ン
の
利
用
。
感
染
症
予
防
の
た
め
、
換
気

扇
や
窓
の
開
放
で
換
気
し
つ
つ
、
温
度
を
調
節

す
る
。

②
マ
ス
ク
を
外
す

人
と
十
分
な
距
離
（
２
m
以
上
）
を
確
保
で
き
た

場
合
は
、
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
。

③
水
分
補
給

ノ
ド
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
す
る
。

大
量
に
汗
を
か
く
場
合
は
塩
分
も
忘
れ
ず
に
。

④
健
康
管
理

日
頃
か
ら
体
温
測
定
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ

と
。
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
時
は
、
無
理
せ
ず
自

宅
で
静
養
す
る
。

前
年
度
は
都
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
熱
中

症
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー
で
も
熱
中
症
の
事
故
が
１
件
発
生
し
て
い
ま

す
。
「
自
分
の
安
全
は
、
自
分
で
守
る
」
を
基
本
に

安
全
就
業
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

令和元年度 傷害・賠償事故一覧

傷
害
事
故

No. 発生月 性別 年齢 事故型 事故の状況 部位 対策

1 ６月 男 71 打撲 自転車で帰宅時、作業敷地内で
スリップし横転  臀部、背中 滑らない道を選ぶ

2
8 月

男 71 打撲 自転車で交差点を右折時、直進
車と接触し、転倒  右肩、右足 一時停止する

3 男 82 熱中症 自転車で広報作業終了、帰宅途
中具合が悪くなり、救急搬送  臓器 熱中症対策

4
10 月

男 72 打撲 学校管理業務中、つまづき転倒
し、後頭部を強打、救急搬送  頭部、右足 焦らず歩くこと

5 男 69 骨折 植木の剪定作業中、三脚がぐら
つき転倒、左肩から落下  左肩 三脚の設置場所確認

6
11 月

女 71 剥離骨折 自転車で発注者宅へ向かう途中、
バランスを崩し転倒  左足膝 石にも注意する

7 男 75 硬膜下
血腫

放課後子ども教室就業中、後頭
部を外階段で強打  頭部 外階段の下に入らない

8

２月

男 74 打撲 自転車で横断歩道を渡る途中、
車と接触し、横転   腰部 車の状況を再確認

9 男 89 創傷 公園ゴミ集積作業中、段差でつ
まずき転倒  顔面 前だけでなく下も確認

10 男 69 骨折 自転車で交差点を通行時、バラ
ンスを崩して転倒  左肩鎖骨 乗り慣れた自転車に乗る

11 3 月 女 69 打撲 就業途中、両手に荷物を持って
急いで移動し転倒  顔面 焦る気持ちを抑える

賠
償
事
故

No. 発生月 性別 年齢 事故型 事故の状況 被害品 対応

1 7 月 女 73 器物破損

掃除機で屋内清掃中、吸い込ん
だ衣服を取り出すときヘッド部
分が壊れた。10 年以上前の製品
の為、交換部品なし

掃除機 8 月示談
29,635 円

令和2年8月1日発行シルバーあきしま
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３
月
定
例
理
事
会
（
３
月
23
日
）

議
決
事
項

・
令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
令
和
２
年
度

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

・
第
10
回
定
時
総
会
の
開
催
日
及
び
議
決
権
行
使
書

の
提
出
期
限
に
つ
い
て
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
光
富
会
長
よ
り
、
令
和
元
年
度
の
職
務
執
行
報
告

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

・
事
業
部
会
よ
り
、
接
遇
研
修
が
２
月
に
開
催
さ

れ
、
対
象
者
４
０
３
名
の
う
ち
、
３
７
７
名
が
出

席
し
、
参
加
率
が
93
・
５
%
だ
っ
た
こ
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

４
月
定
例
理
事
会
（
み
な
し
決
議
）

４
月
分
理
事
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
会
議
が
開
催
で
き
ず
、
書

面
で
決
議
を
行
う
「
み
な
し
決
議
」
の
手
続
き
が
取

ら
れ
ま
し
た
。
理
事
か
ら
は
同
意
書
、
監
事
か
ら
は

確
認
書
が
返
送
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く
、
４
月
分
理

事
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
令
和
元
年
度
事
業
報
告
（
案
）・
収
支
決
算
（
案
）・

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

・
令
和
２
年
度
監
査
計
画
に
つ
い
て

・
第
10
回
定
時
総
会
に
提
出
す
る
議
案
及
び
開
催
に

係
る
通
知
等
、
表
彰
に
つ
い
て

・
議
案
を
承
認
可
決
す
る
旨
の
理
事
会
の
「
み
な
し

決
議
」
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
日
を
令
和

２
年
４
月
30
日
と
す
る
件
に
つ
い
て

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
総
務
部
会
よ
り
、
学
校
施
設
管
理
業
務
に
お
い

て
、
就
業
を
終
了
す
る
会
員
が
発
生
し
、
後
継
の

就
業
会
員
不
足
の
折
、
継
続
し
て
就
業
で
き
る
よ

う
に
就
業
基
準
第
９
条
を
適
用
す
る
こ
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

５
月
定
例
理
事
会
（
み
な
し
決
議
）

５
月
分
理
事
会
も
４
月
分
理
事
会
と
同
じ
く
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、

会
議
が
開
催
で
き
ず
、
書
面
で
決
議
を
行
う
「
み
な

し
決
議
」
の
手
続
き
が
取
ら
れ
ま
し
た
。
理
事
か
ら

は
同
意
書
、
監
事
か
ら
は
確
認
書
が
返
送
さ
れ
、
全

員
異
議
な
く
、
５
月
分
理
事
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
（
２
１
９

件
、
延
１
０
２
４
名
）

・
リ
ス
ク
管
理
規
定
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
を
承
認
可
決
す
る
旨
の
理
事
会
の
「
み
な
し

決
議
」
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
日
を
令
和

２
年
５
月
29
日
と
す
る
件
に
つ
い
て

協
議
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
第
10
回
定
時
総
会
に
お
け
る
進
行
手
順
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
第
11
回
定
時
総
会
の
開
催
日
に
つ
い
て

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
リ
ス
ク
対
策
会
議
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
、緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
対
し
、

職
員
が
半
数
を
出
勤
、
半
数
を
在
宅
勤
務
と
す
る

こ
と
で
職
員
全
員
の
同
時
感
染
を
防
ぐ
こ
と
の
連

絡
が
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
同
様
の
措
置
を
図

る
。
ま
た
、常
時
換
気
や
透
明
カ
ー
テ
ン
の
設
置
、

就
業
報
告
書
提
出
時
の
密
集
・
密
接
緩
和
措
置
、

マ
ス
ク
の
着
用
等
、
感
染
防
止
対
策
を
行
う
。
５

月
開
催
予
定
の
セ
ン
タ
ー
行
事
（
入
会
説
明
会
、

各
種
委
員
会
・
選
考
会
等
）
に
つ
い
て
は
、
中
止

と
す
る
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
定
例
理
事
会
（
み
な
し
決
議
）

６
月
分
理
事
会
も
４
・
５
月
分
理
事
会
と
同
じ

く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の

た
め
、
会
議
が
開
催
で
き
ず
、
書
面
で
決
議
を
行
う

「
み
な
し
決
議
」
の
手
続
き
が
取
ら
れ
ま
し
た
。
理

事
か
ら
は
同
意
書
、
監
事
か
ら
は
確
認
書
が
返
送
さ

れ
、
全
員
異
議
な
く
、
６
月
分
理
事
会
は
成
立
し
ま

し
た
。

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
（
男
性
16
名
、
女
性

６
名
計
22
名
）

・
就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
（
６
件
、

延
６
名
）

・
議
案
を
承
認
可
決
す
る
旨
の
理
事
会
の
「
み
な
し

決
議
」
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
日
を
令
和

２
年
６
月
30
日
と
す
る
件
に
つ
い
て

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
広
報
委
員
会
よ
り
、
岡
委
員
長
が
一
身
上
の
都
合

で
委
員
長
を
降
り
る
が
、
会
報
い
ず
み
1
7
0
号

ま
で
は
編
集
、
校
正
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

令和2年夏季号 シルバーあきしま
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郷
地
町　

山
本
晴
子

突
然
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
動
。
利
用
者
さ

ん
の
お
宅
に
伺
っ
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。
自
分
が

感
染
源
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
事
務
局
の
早
い
対
応
に
よ

り
家
事
援
助
は
同
意
の
得
ら
れ
た
お
宅
に
は
伺
う
、

生
活
支
援
を
受
け
て
い
る
お
宅
に
は
そ
の
ま
ま
伺
う

と
い
う
こ
と
で
ひ
と
安
心
。

た
ま
た
ま
、
伺
っ
て
い
る
お
宅
に
は
外
に
水
道
が

あ
る
た
め
許
可
を
得
て
、
手
洗
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
を
済
ま
せ
て
中
に
入
り
ま
し
た
。
で
も
、
最
初
は

お
互
い
に
疑
心
暗
鬼
で
し
た
が
、
日
々
の
積
み
重
ね

に
よ
り
利
用
者
さ
ん
も
安
心
さ
れ
た
様
子
で
ね
ぎ
ら

い
の
お
言
葉
も
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
、
収
束
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
油
断
せ
ず
気
を

引
き
締
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
月
21
日
読
売
新
聞
東
京
版
「
暮
ら
し
」
欄
に
、

「
家
事
援
助
の
仕
事　

生
き
が
い
に
」
と
題
す
る
読

者
投
稿
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
約
20
年
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
に
つ
い
て
で
、
投

稿
者
は
「
昭
島
市　

糟
谷
修
子
」
と
記
さ
れ
、
前
副

会
長
の
糟
谷
会
員
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

栄
養
士
の
経
験
を
活
か
し
、
糟
谷
会
員
、
食
事

作
り
を
す
る
こ
と
で
家
事
援
助
班
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
寄
与
。
理
事
、
副
会
長
と
し
て
、
昭
島

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
支
柱
と
も
な
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
も
、
週
に
６
回
の
食
事
作
り
に
出
向

き
、
利
用
者
さ
ん
や
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
な
ど
か
ら
感

謝
の
言
葉
を
、
雨
あ
ら
れ
と
受
け
て
い
る
存
在
な
ん

で
す
。

そ
ん
な
糟
谷
さ
ん
が
、
文
字
通
り
の
20
年
を
回
顧

し
た
投
稿
原
稿
は
、
家
事

援
助
班
で
働
く
会
員
の
み

な
ら
ず
、
多
く
の
会
員
の

闘
志
を
掻
き
立
て
る
も
の

で
し
た
。

糟
谷
さ
ん
、
多
く
の
会

員
が
応
援
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

就
業
体
験
記

就
業
体
験
記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
の

家
事
援
助
（
生
活
支
援
）

パ
ト
ロ
ー
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

拝
島
第
三
小
学
校
編

松
原
町　

遠
藤　

利
夫

世
界
中
を
驚
か
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大

感
染
で
希
望
を
膨
ら
ま
せ
、
小
学
校
へ
の
入
学
を

待
ち
望
ん
で
い
た
子
ど
も
達
の
夢
を
踏
み
に
じ
っ

て
し
ま
っ
た
、
恐
ろ
し
い
ウ
イ
ル
ス
。

入
学
式
後
、
翌
日
か
ら
自
宅
謹
慎
、
長
く
の
待

機
で
「
お
友
達
と
遊
べ
な
い
の
で
つ
ま
ら
な
い
、

早
く
学
校
で
勉
強
を
し
た
い
」
と
子
ど
も
達
の
本

音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
分
散
・
分
割
授
業
、
子
ど
も
達
の

接
触
を
無
く
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
、
今
ま

で
に
な
い
授
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
我
々
が
担
当

す
る
拝
島
第
三
小
学
校
で
は
、
下
校
に
合
わ
せ
て

集
合
。
特
に
、
低
学
年
の
安
心
・
安
全
の
見
守
り

活
動
を
行
い
ま
す
。
声
掛
け
に
元
気
に
反
応
す
る

子
、
シ
ャ
イ
な
子
と
様
々
で
す
が
、
下
校
す
る
姿

を
見
る
と
今
日
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
た
と
士
気
が

高
ま
り
ま
す
。

予
防
薬
の
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
つ
に
は
、

運
動
で
体
力
を
付
け
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ

と
も
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
さ
れ
、
元
気
な
子
ど
も

達
の
見
守
り
と
自
身
の
健
康
維
持
の
た
め
に
多
く

の
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

家
事
援
助
20
年

　糟
谷
修
子
会
員

読
売
新
聞
に
思
い
を
投
稿

令和2年8月1日発行シルバーあきしま
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ご
存
知
で
し
た
か
。
当
シ

ル
バ
ー
で
お
手
製
マ
ス
ク
を

販
売
し
て
い
ま
し
た
。
家
事

援
助
会
員
の
心
の
こ
も
っ
た

素
敵
な
布
マ
ス
ク
。
お
値
段

は
一
枚
S
サ
イ
ズ
（
２
０
０

円
）
、
M
（
３
０
０
円
）
、

L
（
３
０
０
円
）
に
て
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

花
柄
、
無
地
、
モ
ダ
ン
タ
イ
プ
な
ど
、
今
ま
で

１
０
０
枚
以
上
の
嫁
ぎ
先
が
あ
り
、
皆
さ
ま
に
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
か
販
売
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
あ
な
た
の
お
と
も
に
ど
う
ぞ
。

職
員
退
職
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
３
月
末
日
付
で
市
川
浩
之
主
事
が

退
職
い
た
し
ま
し
た
。
市
川
主
事
は
、
平
成
28

年
４
月
に
採
用
さ
れ
、
４
年
間
在
職
し
て
い
ま

し
た
。
自
転
車
管
理
、
広
報
配
布
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
等
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
短
い
間

で
し
た
が
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
と
接
す
る

機
会
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

委
員
長
就
任
挨
拶

広
報
委
員
に
な
っ
て
、
ほ
ぼ
１

年
で
四
つ
の
会
報
の
編
集
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
前
委
員
長
（
岡　

裕

美
理
事
）
が
退
任
す
る
こ
と
に
な

り
、
副
委
員
長
で
あ
り
ま
す
私
が

身
に
余
る
大
任
で
は
あ

り
ま
す
が
、
後
任
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

岡　

裕
美
理
事
、
永

い
間
委
員
長
の
任
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
在
、
会
報
の
編
集
は
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
で
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
催
し
も
の
も
中
止
に
追
い

込
ま
れ
て
い
て
、
記
事
が
無
く
困
っ
て
い
る
状
況
で

す
。こ

こ
１
年
以
上
は
、
こ
の
状
況
が
続
く
と
覚
悟
し

会
報
「
い
ず
み
」
の
水
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
努
力

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
世
の
中
コ
ロ
ナ
禍
で
露
呈
し
た
こ
と
は
政

府
、
自
治
体
、
教
育
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

含
め
た
法
人
と
個
人
が
、
い
か
に
IT
環
境
が
脆
弱
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

リ
モ
ー
ト
申
請
、
リ
モ
ー
ト
会
議
、
電
子
メ
ー
ル

に
よ
る
一
斉
通
知
と
書
類
の
配
布
等
が
、
郵
送
を
含

む
紙
で
配
っ
た
り
、
足
を
運
ん
で
申
請
し
た
り
、
顔

を
合
わ
せ
て
会
議
し
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
の
会
員
は
、
IT
活
用
が
永
遠
の
課
題
で

す
か
ね
?
。

渡
邉　

一
男
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「就業相談の日」「「就業相談の日就業相談の日」」
毎月第1火曜日
◇9：30～11：30 
 センター事務所 2階

※担当理事が相談をお受けします
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転倒事故防止令和２年度安全就業標語のテーマ

　

「安全就業標語」の募集

●締 切 日 　令和２年８月21日（金）
●申込方法　一人３作品まで、所定の応募用紙に記入して事務局へ提出してください。

令和2年夏季号 令和2年8月1日発行シルバーあきしま

コロナ禍対応のようす

マスク姿の光富宏規会長 体温を測る総会受付

予約制とした入会受付 人数制限をして行った入会説明会

マスクをつけて作業している自転車管理班


